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10月号

第
  72
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト・

シ
ョ
ー
秋
2
0
1
1

　9
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
東
京
都
江
東
区

有
明
の
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東
京
国
際
展

示
場
）」
で
開
催
さ
れ
た
「
第
72
回
東
京
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
ギ
フ
ト・シ
ョ
ー
秋
２
０
１

１
」
に
、当
会
か
ら
は
山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工

業
組
合
、市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合
、山
梨
県

印
判
用
品
卸
商
工
業
協
同
組
合
の
3
組
合
が

出
展
し
た
。

　ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
は
、生
活
用
品
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
商
取
引
を
目
的
と
し

た
展
示
会
で
、来
場
者
約
20
万
人
と
わ
が
国
最

大
の
雑
貨
及
び
ギ
フ
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
製
品（
販

促
用
品
）の
見
本
市
で
あ
る
。商
取
引
を
促
進
す

る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、数
多
く
の

バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
す
る
。来
場
す
る
バ
イ
ヤ
ー

は
多
業
種
に
及
び
展
示
会
に
出
展
す
る
こ
と

で
、バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
が
期
待
さ
れ
る
。

　今
回
の
テ
ー
マ
は
企
業
活
動
を
再
生
・
復
興

す
る
た
め
の『
新
た
な
進
化
へ
の
挑
戦

　再
生

ニ
ッ
ポ
ン
の
決
定
打
』と
し
、会
場
全
体
が
40
を

超
え
る
商
品
に
分
類
さ
れ
展
示
さ
れ
た
。会
場

展
示
面
積
は
8
万
6
千
㎡
。出
展
社
数
は
約

2
，1
5
0
社
。国
内
企
業
は
も
と
よ
り
海
外
22

カ
国
か
ら
の
出
展
も

あ
っ
た
。

　期
間
中
は
全
館
で

19
万
2
千
8
百
人
の

入
場
者
が
あ
り
、各
企

業
と
も
に
バ
イ
ヤ
ー

の
応
接
に
忙
し
か
っ

た
。　山

梨
に
お
け
る
織

物
、和
紙
、印
判
の
歴

史
は
そ
れ
ぞ
れ
古
く
、

山
梨
を
代
表
す
る
地

場
産
業
と
し
て
発
展

し
て
き
た
が
、地
域
密

着
型
の
伝
統
的
な
地

場
産
業
も
長
引
く
不

況
、海
外
か
ら
の
安
価

な
競
合
品
の
登
場
、和

か
ら
洋
へ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、そ
の
需
要

は
減
少
す
る
傾
向
に

あ
る
。

　近
年
で
は
、こ
の
よ

う
な
経
済
環
境
か
ら

少
し
で
も
抜
け
出
す

た
め
、若
手
を
中
心
に
新
商
品
の
研

究
開
発
が
活
発
に
行
わ
れ
、新
し
い

需
要
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　今
回
の
出
展
で
は
、こ
の
一
環
と

し
て
、今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

個
々
の
製
品
と
と
も
に
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
や
活
用
方
法
を
提
案
し
な

が
ら
新
商
品
を
展
示
し
た
。そ
れ
に

よ
り
、山
梨
に
お
け
る
伝
統
産
業
の

新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
来
場
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
、取
引
の
拡
大
を
図
っ

た
。期
間
中
、約
1
6
0
件（
現
在
最

終
的
な
件
数
を
調
査
中
）の
引
き
合

い
が
あ
っ
た
。過
去
の
実
績
が
な
い

の
で
量
的
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、手
ご
た

え
を
感
じ
た
よ
う
だ
。今
後
、こ
の
引
き
合
い
の

中
か
ら
成
約
に
結
び
つ
く
も
の
が
で
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、追
跡
調
査
等
も
含

め
各
出
品
者
と
の
情
報
交
換
を
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

第   30
回

山
梨
の
物
産
と
観
光
展
  in
名
古
屋

　9
月
9
日
か
ら
9
月
15
日
の
7
日
間
、愛
知

県
名
古
屋
市
中
区
に
あ
る
「
㈱
丸
栄
」
で
行
わ

れ
た
「
第
30
回
山
梨
の
物
産
と
観
光
展
in
名

古
屋
」
に
出
展
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、山
梨
県
と
社
団
法
人
や
ま
な

し
観
光
推
進
機
構
の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

県
内
各
地
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
や
加
工
食
品
、

工
芸
品
な
ど
山
梨
が
誇
る
各
種
特
産
品
が
出

展
さ
れ
た
。県
産
品
を
中
京
圏
の
人
々
に
広
く

周
知
し
、消
費
を
促
す
と
と
も
に
観
光
客
の
誘

致
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
回
で
30
回

目
と
な
る
。

　今
回
の
物
産
展
に
は
、当
会
か
ら
4
社
が
出

展
し
た
。㈱
澤
田
屋
、㈲
横
内
製
麺
、オ
オ
タ
総

合
食
品
㈱
の
3
社
が
製
品
を
販
売
し
た
。ま

た
、㈲
丸
新
製
麺
が
飲
食
を
提
供（
イ
ー
ト
イ

ン
）す
る
形
で
出
展
し
た
。

　出
展
の
内
容
は
、㈱
澤
田
屋
が
和
菓
子
「
く

ろ
玉
」
を
、㈲
横
内
製
麺
が
「
富
士
山
盛
り

ラ
ー
メ
ン
」
を
中
心
と
し
た
麺
類
を
、オ
オ
タ

総
合
食
品
㈱
が
信
玄
豚
を
用
い
た
肉
加
工
品

を
そ
れ
ぞ
れ
販
売
し
た
。㈲
丸
新
製
麺
は
、会

場
内
茶
屋
で
「
吉
田
の
う
ど
ん
」
を
調
理
し
、

来
場
者
に
提
供
し
た
。

　客
層
と
し
て
は
、主
婦
や
中
高
年
層
の
来
場

者
が
多
か
っ
た
。週
末
を
問
わ
ず
老
若
男
女
の

来
場
者
が
あ
っ
た
。

　物
産
展
全
体
の
売
り
上
げ
は
3
，1
7
0
万

円
、対
前
年
比
99
%
と
、震
災
な
ど
の
影
響
に

よ
る
厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、前
年

と
ほ
ぼ
同
様
の
売
上
を
達
成
し
た
。食
品
に
関

し
て
は
、当
会
だ
け
で
な
く
、他
の
ブ
ー
ス
も

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
た
。

　当
会
の
出
展
企
業
で
は
、4
社
合
わ
せ
て
１

７
３
万
円
を
超
え
る
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
。

前
年
比
1
・
8
倍
の
売
り
上
げ
と
な
り
、よ
り

高
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　今
回
初
出
展
し
た
企
業
の
中
に
は
、来
年
の

出
展
に
も
意
欲
を
示
す
企
業
も
あ
っ
た
。来
年

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
。

９月の出来事
●時事
  2日  野田内閣が発足
  9日  電力制限令解除、県内節電全日クリア
11日  甲府鳥もつ煮、関東B-1グランプリ優勝
13日  山梨県内の100歳以上425人、17年連続最多
　　   更新
台風12号及び15号、日本に甚大な被害をもたらす
●山梨県中央会ニュース
6、13 、28日  組合実務講習会
14日  第６回正副会長会議
全国中央会専門委員会
　26日  税制、27日  金融、28日  商業、
　29日  労働、30日  組織
10月の予定
12日  郡内交流会、第7回正副会長会議
27日  全国中央会55周年記念式典

１面　山梨の地場産品を県外に発信！
３面　各業界の現状について
４面　会員組合の活動をご紹介
５面　組合実務講習会を開催
６・７面　各種情報をご提供

今月の見どころ

東
京
で「
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」見
本
市
、

名
古
屋
で「
山
梨
の
物
産
と
観
光
展
」に
出
展
参
加

県
産
品
を
積
極
的
に
P
R

東
京
で「
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」見
本
市
、

名
古
屋
で「
山
梨
の
物
産
と
観
光
展
」に
出
展
参
加

県
産
品
を
積
極
的
に
P
R

東
京
、名
古
屋
で
地
場
産
品
販
促
事
業
を
展
開
!

商品説明をする出展企業担当者

県産品の販売に奮闘する本会特産品チームスタッフ
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ibuki10年
　皆
さ
ん
は
、既
に
解
散
し
て
い
る
「
Z
O
N
E（
ゾ

ー
ン
）
」
と
い
う
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら

2
0
0
0
年
代
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
4
人
組
の

ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。こ
の
バ
ン
ド

の
持
ち
歌
で
2
0
0
1
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た

「
s
e
c
r
e
t 

b
a
s
e 

〜
君
が
く
れ
た
も
の

〜
」
に
出
て
く
る
「
10
年
後
の
8
月
」
の
歌
詞
の
と

お
り
、今
年
の
8
月
に
1
ヶ
月
限
定
で
再
結
成
さ
れ

た
中
で
、こ
の
歌
を
久
し
ぶ
り
に
聞
き
、10
年
前
あ
る

い
は
10
年
後
は
何
を
し
て
い
た
の
か
考
え
た
。

　10
年
前
の
2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）は
、日
本
で

は
4
月
に
小
泉
純
一
郎
氏
が
第
87
代
首
相
に
就
任
し
、

総
理
の
座
に
上
り
詰
め
た
。さ
ら
に
、流
行
語
大
賞
で

は
、「
米
百
俵
」
、「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
、「
恐
れ

ず
怯
ま
ず
捉
わ
れ
ず
」
、「
骨
太
の
方
針
」
、「
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
内
閣
」
、「
改
革
の
痛
み
」
等
を
訴
え
た
小

泉
語
録
が
受
賞
し
て
い
る
。

　世
界
で
は
、ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件（
9
・

11
テ
ロ
事
件
）が
発
生
し
、世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

ま
た
、中
国
が
12
月
に
W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）に

加
盟
を
果
た
し
、そ
の
後
、「
世
界
の
工
場
」
に
躍
進

す
る
端
緒
と
な
っ
た
。

　し
か
し
、現
状
を
見
て
み
る
と
、東
日
本
大
震
災
の

経
済
的
影
響
、円
高
、株
価
低
迷
等
、日
本
経
済
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。10
年
前
に
今
の
状
況
を

思
い
描
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。明
る
い
未
来
を
予
想

し
て
い
た
は
ず
だ
。

　で
は
、10
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
は
ど
ん
な
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。未

来
予
想
で
は
、各
分
野
で
中
国
・
イ
ン
ド
の
発
展
・
活

躍
が
め
ざ
ま
し
く
、日
本
は
こ
れ
ら
の
国
に
追
い
越

さ
れ
て
い
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
。

　現
状
を
考
え
て
み
れ
ば
、明
る
い
未
来
を
予
想
す

る
こ
と
は
難
し
い
。そ
れ
で
も
、日
本
に
は
世
界
に
誇

れ
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
技
術
や
情
報
の
蓄
積
が
あ

る
。こ
れ
ら
の
技
術
や
情
報
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た

め
の
仕
組
み
作
り
が
日
本
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
固
く
信
じ
て
い
る
。

　誰
も
が
日
本
に
希
望
を
持
っ
て
、人
々
が
誇
り
を

持
っ
て
過
ご
せ
る
経
済
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。

  ●対象労働者
 
1.震災により離職された方（以下の①から③のいずれにも該当する方）
①東日本大震災発生時に被災地域（※1）において就業していた方
②震災後に離職し、その後安定した職業についたことのない方
③震災により離職を余儀なくされた方
※1　震災に際し、災害救助法が適用された市町村の地域（東京都を除く）

2.被災地域に居住する方（※2、※3）

※2　震災後、安定した職業についたことのない方
※3　震災により被災地域外に住所又は居所を変更している方を含み、震災の発生後に被災

地域に居住することとなった方を除く

  ●支給額
　対象労働者に支払われた賃金の一部として、下表の金額が、支給対象期（6か
月）ごとに支給されます。

※　短時間労働者とは、1週間の所定労働時間が、同じ事業所に雇用される通常の労働者の
1週間の所定労働時間と比べて短く、かつ、30時間未満である方をいいます

　支給申請の手続き　
●助成金は、支給対象期（※）ごとに、2回に分けて支給されます。
●支給申請は、支給対象期ごとに、労働局またはハローワークに対して行います。
●支給申請期間は、各支給対象期の末日の翌日から1か月以内です。
●第1回目の支給申請がなされていない場合でも、第2回目以降の支給申請は行
えます。（ただし、第1回目分は支給されません）。
※　支給対象期は、雇入れ日から6か月間ごとに区切った期間です

　利用にあたっての注意点
●支給申請期間内に申請が行われない場合、原則として支給を受けることがで
きません。

●対象労働者が過去3年間に働いたことのある事業所（出向、派遣、請負を含む）
に雇い入れられる場合、助成金の対象とはなりません。

●対象者の雇入れ日の前日から起算して6か月前の日から1年間を経過する日ま
での間に被保険者を事業主都合により解雇している場合、又は同期間におい
て雇入れ日における被保険者数の6%を超える被保険者を倒産・解雇等によ
る離職理由により離職させている場合（離職させた被保険者数が3人以下の場
合を除く）、助成金は支給されません。

●支給申請時には雇い入れられた方が対象労働者であることの証明書類が必要
です。（これらの書類の中には、雇い入れられた労働者の方に御用意いただく必
要があるものがあります。）

　提出できない場合は、支給を受けることができないことがありますのでご注意
ください。

詳しくは、最寄りのハローワークにお問い合わせ下さい。

震災関連の雇用に関する支援策について

　東日本大震災による被災離職者及び被災地域に居住する求職者の方を、ハローワーク等（※1）の紹介により、継続して1年以上雇用（※2）す
ることが見込まれる労働者として雇い入れる事業主に対して、助成金を支給します。（平成23年5月2日以降の雇い入れで、雇用保険の一般
被保険者として雇い入れる場合に限ります）
※1　ハローワーク、地方運輸局及び雇用関係給付金の取扱に係る同意書を労働局に提出している有料・無料職業紹介事業者及び無料船員職業紹介事業者
※2　1年未満の有期契約を更新する場合も含む

「被災者雇用開発助成金」のご案内「被災者雇用開発助成金」のご案内
被災者を雇い入れた事業主の方に助成金が支給されます！

  対象労働者支給額 助成対 支給対象期ごとの支給額   象期間 
  大 企 業：50万円  大 企 業：第1期25万円
 短時間労働者以外  1年間 　　　　　第2期25万円  中小企業：90万円　 中小企業：第1期45万円
    　　　　　第2期45万円
  大 企 業：30万円  大 企 業：第1期15万円
 短時間労働者（※）  1年間 　　　　　第2期15万円  中小企業：60万円  中小企業：第1期30万円
    　　　　　第2期30万円
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2011年8月 2011年8月2011年8月

データから見た業界の動き（平成23年8月分）
収益状況
2010年8月

景況感
2010年8月

売上高
2010年8月

減少
34%

不変
24%

増加
42%

悪化
38%

不変
44%

好転
18%

悪化
44%

不変
40%

好転
16%

減少
46% 不変

44%

増加
10%

悪化
42% 不変

52%

好転
6%

悪化
44% 不変

52%

好転
4%

　本県の8月の景況は、全業種のDI値が、売上高－
36（前年同月比－44）、収益状況－36（前年同月比
－16）、景況感－40（前年同月比－12）となってお
り、業種別のDI値では製造業で、売上高－30（前年
同月比－35）、収益状況は－40（前年同月比－25）、
景況感は－45（前年同月比－30）。非製造業で、売上
高－40（前年同月比－50）、収益状況－33（前年同
月比－10）、景況感－37（前年同月比±0）となって
いる。
　全体の前年同月比では、全項目でDI値の悪化が
見られ、特に売上高は－44ポイントと最もマイナス
幅が大きかった。全体の前月比でも、売上高－10、収
益状況－6、景況感－2とそれぞれポイントを下げて
いる。業種別前年同月比では製造業で、全項目でDI
値の悪化、非製造業では、景況感が±0となった以外
は、全てのDI値でマイナスとなった。
　情報連絡員による県内の8月の業況報告を見る
と、繊維・同製品、鉄鋼・金属や卸・小売の一部では、
円高による輸出単価の低下や受注面での影響が出
ており、金相場の高騰は、製造・非製造業の貴金属・
ジュエリー関連に影響をもたらしている。
　また、震災の影響から回復傾向にある業界も多い
中で、食肉(小売)関連は、飼料の放射能汚染問題に
より牛肉のみならず、豚や鶏肉まで売上の大幅な減
少となるなど、製造業、非製造業ともに、厳しい経済
環境が続いている。
　様々な課題が山積する状況下において、経済の先
行きを懸念する報告が、先月に引き続き目立ってお
り、景気浮揚への糸口となる支援策が望まれる。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　現
在
の
円
高
に
よ
り
、当
工
業
団
地
で
も
影
響
が
出
て
い

る
企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
の
為
替
相
場
は
過
去

最
安
値
を
更
新
し
て
お
り
、そ
の
水
準
で
停
滞
し
て
い
る
状

況
で
す
。一
時
的
な
円
高
で
あ
れ
ば
企
業
努
力
に
よ
り
対
応
は

可
能
な
の
で
す
が
、こ
の
円
高
水
準
で
停
滞
さ
れ
る
と
、企
業

側
と
し
て
も
価
格
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、そ
れ
が
以

前
か
ら
続
く
過
当
競
争
と
も
相
ま
っ
て
、仕
事
量
が
減
少
し

て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
円
高
が
続
く
と
、私
共
の
取
引
企
業

が
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、新
た
な
取
引
先
と
し
て
海
外
企
業
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、こ
れ
ら
に
よ
り
心
配
さ
れ
る
の
が
、「
海
外
へ
の
技

術
移
転
」
で
す
。現
在
で
は
、海
外
移
転
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
る
企
業
も
出
て
お
り
、そ
れ
は
日
本
の
も
の
づ
く
り

技
術
が
海
外
へ
移
転
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、こ
れ
に
よ
り
日

本
全
体
の
競
争
力
が
低
下
、更
な
る
景
気
悪
化
を
招
き
か
ね

な
い
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　今
後
の
展
開
と
し
て
は
、ま
ず
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
の

力
を
発
揮
す
る
「
新
技
術
の
開
発
」
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
昔
か
ら
「
も
の
づ
く
り
」
に
関
し
て
、他
国
に
も
負
け

な
い
力
が
あ
り
ま
し
た
。今
こ
そ
、こ
れ
ら
の
力
を
「
新
技
術

の
開
発
」
に
活
か
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、そ

れ
に
併
せ
て
、付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
製
造
し
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。＋
α
の
製
品
を
生
む
こ
と
に

よ
り
、価
格
競
争
だ
け
で
は
な
い
「
本
物
の
価
値
」
を
製
品
価

格
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、現
在
の
よ
う
に
海
外
へ
の
技
術
移
転
が
進
行
し
て

い
る
状
況
下
で
は
、「
新
技
術
」
や
「
＋
α
の
製
品
」
が
す
ぐ

に
海
外
に
流
れ
て
し
ま
い
、再
び
日
本
の
企
業
は
厳
し
い
状

況
に
陥
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に

は
、こ
れ
ら
「
新
技
術
」
や
「
＋
α
の
製
品
」
を
守
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。今
こ
そ
、技
術
や
情
報
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、こ
れ
ら
知
財
を
守
る
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気

動
向
の
変
化
、現
状
と
そ
の

背
景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま

た
は
組
合
員
全
体
の
動
向
・

予
測（
売
上
高
・
原
燃
料
等
経

費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／

お
中
元
は
若
干
の
増
加
、婚

礼
用
食
材
は
、震
災
後
の

影
響
か
ら
回
復
傾
向
に
あ

り
、若
干
増
加
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
原
材
料

等
の
値
上
が
り
が
出
て
き

て
い
る
。円
高
の
直
接
的
影

響
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
収
穫

時
期
だ
が
、台
風
に
よ
る
長

雨
で
葡
萄
の
白
房
病
が
懸

念
さ
れ
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
、耐
震
性
の
優

れ
た
住
宅
取
得
に
対
し
当

初
10
年
間
の
金
利
が
マ
イ

ナ
ス
１
％
と
な
る「
フ
ラ
ッ

ト
35
Ｓ
」の
申
込
数
が
多

く
、前
倒
し
で
９
月
終
了
と

な
る
た
め
、今
後
の
住
宅
着

工
戸
数
の
変
化
に
不
安
が

あ
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／

円
高
の
影
響
に
よ
り
輸
出

中
心
の
機
屋
は
厳
し
い
状

況
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
継

続
工
事
も
終
わ
り
、そ
れ
に

加
え
夏
季
休
暇
も
あ
り
低

調
な
月
と
な
っ
た
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／

需
要
動
向
に
変
化
は
な
く
、

甲
府
を
中
心
と
す
る
大
型

物
件
及
び
リ
ニ
ア
工
事
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
前
月
よ
り

も
受
注
が
減
少
に
な
っ
た
。

電
力
節
約
、円
高
等
が
原

因
。

●
一
般
機
器
／
中
国
へ
の
輸

出
が
減
少
。８
月
は
、休
暇

が
多
か
っ
た
た
め
納
品
が

少
な
い
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
金
の

相
場
が
高
騰
し
販
売
不

振
。相
場
が
荒
れ
る
の
を
警

戒
し
て
積
極
策
が
と
れ
な

い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
円
高
に

よ
る
輸
出
単
価
の
低
下
と

国
内
需
要
の
低
下
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
金
、

プ
ラ
チ
ナ
等
の
地
金
の
高

騰
に
よ
り
、影
響
が
出
て
い

る
。特
に
、O
E
M
に
お
け

る
リ
ピ
ー
ト
商
品
が
製
造

で
き
な
い
。

●
小
売（
食
肉
）／
汚
染
さ
れ

た
稲
わ
ら
を
飼
料
と
し
た

牛
が
、全
国
に
広
ま
っ
た
こ

と
に
よ
る
影
響
で
、牛
肉
の

売
り
上
げ
が
、大
幅
に
減

少
。こ
の
問
題
が
豚
肉
・
鶏

肉
の
消
費
に
も
関
係
し
総

売
上
も
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
8
月

の
県
内
総
売
上
は
、前
年

同
月
比
71
・
7
%
、7
月
24

日
の
地
デ
ジ
放
送
へ
の
切

替
に
伴
い
、顧
客
の
購
買
意

欲
が
順
次
低
下
し
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
円
高
原
油

安
の
影
響
で
元
売
り
各
社

は
、原
油
コ
ス
ト
へ
の
転
嫁

が
不
充
分
な
状
況
の
中
で

県
下
S
S
に
2
〜
3
円
の

値
下
げ
を
行
っ
た
。

●
宿
泊
業
／
宿
泊
客
は
回
復

し
た
。山
梨
を
安
全
エ
リ
ア

に
入
れ
た
販
売
傾
向
に
あ

る
。し
か
し
、原
発
と
円
高

の
影
響
か
ら
中
国
や
韓
国

の
旅
行
者
は
減
少
し
た
ま

ま
で
あ
る
。

●
建
設
業（
総
合
）／
工
事
量

の
減
少
。

●
建
設（
住
宅
関
連
）／
景
気

が
好
転
せ
ず
新
規
の
引
き

合
い
も
少
な
い
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
前
年

同
月
比
の
売
上
は
不
変
だ

が
、暴
力
団
抗
争
の
長
期

化
に
よ
り
客
離
れ
が
ひ
ど

く
売
上
は
伸
び
な
い
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
仕
事
量
が

増
え
な
い
。貸
切
バ
ス
の
台

数
を
減
ら
し
て
も
需
要
は

以
前
の
よ
う
に
は
戻
ら
ず
、

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
盆
前

ま
で
は
忙
し
い
日
が
続
い

て
い
た
が
、17
日
以
降
は
減

少
ぎ
み
で
あ
り
売
上
も
減

少
し
て
い
る
。不
安
定
な
景

気
感
が
続
く
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　

 

上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　守
屋 

博
文  

氏

8月分
平成23年
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E
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U
M

I
A

I

　山
梨
県
民
信
用
組
合

（
坂
井
俊
次
理
事
長
）は
、

年
間
を
通
し
て
環
境
美

化
と
そ
の
保
護
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
地
域
行
事

へ
の
積
極
的
な
参
加
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
、地
域
社
会
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
各
種

社
会
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
し
ん
く
み
の
日
」（
9

月
3
日
）を
中
心
と
し
た
「
し
ん
く
み
の
日
週
間
」（
9
月
1
日
か

ら
9
月
7
日
）に
お
い
て
、環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、甲
府
駅
前
で
「
花
の
種
」
を
配
布
し
環
境
美
化
と
そ
の
保
護

を
P
R
し
た
。清
掃
活
動
に
つ
い
て
は
、全
役
職
員
が
参
加
し
、甲

府
駅
周
辺
・
平
和
通
り
の
歩
道
及
び
歩
道
橋
の
一
斉
清
掃
と
、各

営
業
店
の
周
辺
に
あ
る
公
共
施
設
等
の
清
掃
を
行
っ
た
。

　ま
た
、8
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
の
2
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、県

内
各
地
で
行
わ
れ
る
献
血
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、営

業
店
4
ヶ
店
に
献
血
車
を
配
置
し
、近
隣
の
方
々
へ
も
献
血
運
動

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
る
。な
お
、山
梨
県
民
信
用

組
合
は
、献
血
活
動
を
広
く
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、厚

生
労
働
省
が
推
進
し
て
い
る
「
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
」
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。

　地
域
貢
献
活
動
に
お
い
て
は
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
甲

府
大
好
き
祭
り
」
の
ダ

ン
ス
パ
レ
ー
ド
に
、若

手
職
員
を
中
心
と
し

た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン

バ
ー
を
構
成
し
参
加

し
て
い
る
ほ
か
、各
地

域
で
開
催
さ
れ
る
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ

も
各
営
業
店
職
員
が

参
加
す
る
な
ど
、地
域

の
活
性
化
の
一
助
と
な

る
よ
う
地
域
貢
献
活

動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
地
域
密
着
・
花
の
あ
る
街

  

人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」を
目
指
し
て

朝日通り商店街協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〜
地
場
産
品
の
魅
力
に
浸
る
3
日
間
〜

「
秋
の
山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ
り
」を
開
催
！

山梨県地場産業センター販売協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

〝
け
ん
み
ん
信
組
〞の

　
　
　
　
　
　社
会
貢
献
活
動

山梨県民信用組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

マスコットキャラクターの
「ズッキーちゃん」

2周年記念イベントで賑わう「こころん」

「花の種」を配る坂井理事長

一斉清掃活動風景

会場は大いに賑わっていた

開場式の様子

　山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

販
売
協
同
組
合（
井
上
善
展
理
事

長
）、山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
及
び（
財
）山
梨
県

甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
は
、去
る
9
月
9
日
か

ら
11
日
の
3
日
間
、山
梨
県
地
場

産
業
セ
ン
タ
ー「
か
い
て
ら
す
」

に
お
い
て
、「
秋
の
山
梨
県
地
場

産
業
ま
つ
り
」を
開
催
し
た
。開

場
式
に
は
当
会
よ
り
内
藤
会
長

が
招
か
れ
、祝
辞
を
述
べ
た
。

　今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、４
つ

の
コ
ー
ナ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
て
開
催
し
た
。１
つ
目
の「
山
梨
物
産

コ
ー
ナ
ー
」で
は
、毎
回
の
恒
例
企
画
と
な
っ
て
い
る「
ジ
ュ
エ
リ

ー
全
品
20
％
割
引
」を
は
じ
め
、ジ
ュ
エ
リ
ー
の
無
料
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う「
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
」、国
産
ワ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
金
賞
・
銀
賞
を
受
賞
し
た
ワ
イ
ン
の
特
別
販

売
を
行
っ
た
。ま
た
、３
月
11
日
に
発
生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」

を
受
け
て
、収
益
金
全
額
を
被
災
地
に
寄
付
す
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
商

品
」及
び「
特
別
価
格
義
援
商
品
」の
販
売
も
行
っ
た
。特
に「
特
別

価
格
義
援
商
品
」は
、日
頃「
か
い
て
ら
す
」に
て
商
品
を
販
売
す

る
企
業
、団
体
等
の
善
意
に
よ
り
、無
償
提
供
さ
れ
た
商
品
を
販

売
し
た
。

　２
つ
目
の「
写
真
展
＆
休
憩
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、日
本
山
岳
写
真

協
会
の
大
森
大
一
氏
に
よ
る「
富
士
山
写
真
展
」が
開
催
さ
れ
、ま

た「
休
憩
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、か
き
氷
や
茶
道
家
が
入
れ
る
茶
が
無

料
提
供
さ
れ
た
。

　３
つ
目
の「
地
場
産
品
販
売
＆
抽
選
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、県
内
外

の
地
場
産
品
の
展
示
販
売
、地
元
の
採
れ
た
て
農
産
物
の
特
別
販

売
、宝
石
美
術
専
門
学
校
総
合
コ
ー
ナ
ー
等
が
催
さ
れ
、ま
た
豪

華
景
品
が
当
た
る「
お
楽
し
み
抽
選

会
」も
行
わ
れ
た
。

　４
つ
目
の「
屋
台
コ
ー
ナ
ー
」で

は
、昨
年
の
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

一
躍
注
目
を
集
め
た「
鳥
も
つ
煮
」

を
は
じ
め
、富
士
川
や
き
そ
ば
、吉

田
の
う
ど
ん
等
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
延
べ
来
場
者

数
は
約
９
，３
０
０
人
を
数
え
、多

く
の
方
が
山
梨
の
地
場
産
品
の
魅

力
に
浸
っ
た
３
日
間
と
な
っ
た
。

　朝
日
通
り
商
店

街
協
同
組
合（
樋
口

幹
男
理
事
長
）は
、

９
月
27
日
「
福
祉

合
同
シ
ョ
ッ
プ 

こ

こ
ろ
ん
」
の
２
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。

　「こ
こ
ろ
ん
」
は
、

一
昨
年
に
甲
府
市

の
支
援
を
受
け
商

店
街
の
活
性
化
と

雇
用
対
策
の
一
環

と
し
て
空
き
店
舗

を
活
用
し
、
県
内

初
と
な
る
障
害
者

授
産
施
設
の
製
品

販
売
店
と
し
て
開
店
し
た
。
当
日
は
、
地
域
の
福
祉
施
設
で
製

作
し
た
パ
ン
や
果
物
、
陶
器
な
ど
の
実
演
販
売
を
行
っ
た
。

　こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、産
・
学
・
官
・
民
・
金
融
・
メ
デ
ィ
ア
・
組
合

が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
「
朝
日
通
り
７
者
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
Ａ
Ｓ

Ｈ
７
）」
を
立
ち
上
げ
、商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
る
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
構
想
」
を
作
成
し

た
。そ
の
手
始
め
と
し
て
、ハ
ナ
ミ
ズ
キ
か
ら
抽
出
し
た
酵
母
菌
を

使
用
し
た
パ
ン
の
開
発
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ズ
ッ
キ

ー
ち
ゃ
ん
」
を
考
案
し
た
。

　組
合
は
、今
年
11
月
に
設
立
40
年
を
迎
え
る
。樋
口
理
事
長
は
、

「
大
型
店
は
、肉
食
獣
。獲
物
が
な
く
な
っ
た
ら
移
動
す
る
。し
か

し
、商
店
街
は
植
物
で
あ
る
。小
さ
な
種
が
成
長
し
花
を
咲
か
せ

実
を
結
び
、次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
。地
域
の
人
た
ち
と
顔

見
知
り
に
な
り
、お
互
い
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
犯
罪
や
事
件
、事

故
か
ら
地
元
を
守
れ
る
。ま
た
、地
域
の
福
祉
施
設
で
作
っ
た
も
の

を
地
域
の
商
店
街
を
通
じ
て
地
域
の
お
客
様
に
お
買
い
上
げ
頂
き
、

『
心
の
温
か
さ
』が

触
れ
あ
い
、車
に

頼
ら
な
い
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
目

指
し
た
い
。」
と

商
店
街
の
未
来

予
想
図
を
熱
く

語
っ
た
。
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山梨の物産と観光展 in イオン品川シーサイド店

■先生の研究分野を教えてください。
　私の研究分野は、知覚情報処理や知能ロボティクス
の分野であり、現在は主に「拡張現実感」の研究を行っ
ています。拡張現実感とは、現実環境にコンピュータを
用いて情報を付加提示する技術、またその環境のこと
であり、日本では2007年以降一般に知られるようにな
ってきました。具体的には、現実世界をカメラで撮影し、
PCでの処理を経由して、ディスプレイ上の現実空間に
CGなどでつくられた仮想物体や情報を重ねて表示す
ることができます。
　拡張現実感の研究では、これまでに、GPSの位置情
報を利用して仮想物体である歴史的建造物を出現させ
る取り組みや、内視鏡手術において体内を映したプロ
ジェクタ画像に内視鏡の位置を提示する手術ナビゲー
ション、現実の街を撮影すると付加された情報が提示
されるなどといった取り組みが行われています。特にゲ
ームなどエンターテインメントの分野で拡がりを見せ
ています。

■具体的な研究内容は？
　現実空間に置かれた画像マーカをカメラで撮影し、
そこに付加された3Dアニメーションなどの情報を重ね
て表示することを考えると、カメラやマーカ自体が移動
したときに観測画像に動きぶれや焦点ぼけが生じ、うま
く抽出できないといった課題がありました。
　そこで、動きぶれや焦点ぼけがある画像からでも抽
出できる平面マーカ（モノスペクトルマーカ）を開発し
ました。ぼけたりぶれたりするとある画像の成分が失わ
れることに注目し、ぶれやぼけで失われる成分をはじめ
から含まない、単一の周波数成分のみでマーカを構成
することで、マーカの確実な検出をリアルタイムで実現
することができました。
　また、画像から人間の手の位置および姿勢を抽出す
るという研究を行っています。手の動きに合わせて仮想
物体を提示するために、カメラ画像上での人間の手を
追跡するものです。これまでは多数のカメラが必要であ
ったものを、移動環境下での利用を可能とするために2
台のステレオカメラで行い、手には規則的なドットパタ
ーンを配したグローブを装着し、手の3次元位置の抽出
を可能としました。手は関節が多く、隠れる部分も多い
ことから、手の追跡さえできれば、手以外の仮想空間の
インターフェイスにも応用できると考えています。
　さらに、バイオメタルグローブを使った仮想物体への
接触の研究を進めています。これまでは視覚的にのみ
行われてきた仮想現実感の実現を、触覚でも実現しよ
うとするものです。通電により収縮するという性質を持

った軽微な素材であるバイオメタルを表面に取り付け
たグローブを開発し、仮想物体との接触とバイオメタル
の収縮を連動させることにより、奥行き情報までユーザ
に知覚させることができます。
　最近では、医学部と共同で画像での立体感の提示技
術の研究も行っています。片眼の視機能が失われるも
しくは著しく低下すると立体視などの両眼による視機
能を失います。この研究は、人間の目のように2台のカ
メラを配置し、対象物までの距離を検出し、距離に応じ
てぼけを強調するなどの画像処理を行い、単眼でも立
体的な空間把握ができる画像を生成するものです。こ
の研究により、患者の日常生活における困難の排除、サ
ポートを可能とし、さらには、3D動画から立体感のある
2D動画の生成が可能になると考えられます。

■今後の研究の可能性について
　この拡張現実感の研究は、現実環境に仮想物体や情
報を追加提示することにより、現実作業の支援を可能
とするものであり、様々な分野での応用が期待されま
す。携帯電話などのモバイルデバイスも日々進化して
おり、エンターテインメントの分野でのコンテンツは開
発が進んでいます。今後、知覚情報処理の技術を応用
し、ロボット誘導のための実世界地図の作成や人間の
目に代わるシステムの開発、医療分野との共同研究な
どを進めて行きたいと考えます。現在、民間企業との共
同研究はありませんが、この技術を活用して現場のニ
ーズに沿った装置開発を共同で行えればと思います。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介する
ために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を
書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

●豊浦先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学大学院医学工学総合研究部
　コンピュータ･メディア工学科

　助教　豊浦 正広 博士（情報学）

第33回

実世界での作業を支援する拡張現実感

　山
梨
県
中
央
会
は
去
る
８

月
24
日
、30
日
、９
月
６
日
、13

日
、28
日
の
５
日
間
、山
梨
県

中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
組

合
実
務
講
習
会
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、会
員
組
合
に
お
け
る

組
合
実
務
担
当
者
を
対
象
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
」

及
び「
中
小
企
業
団
体
の
組
織

に
関
す
る
法
律
」等
に
基
づ
く

組
合
実
務
に
つ
い
て
講
義
を

行
っ
た
。講
師
は
、日
頃
よ
り

会
員
組
合
へ
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
山
梨
県
中
央
会
の
指

導
員
が
務
め
た
。今
回
は
、組

合
実
務
担
当
者
８
名
が
参
加
し
た
。

　今
回
の
講
習
会
で
は
、「
組
合
法
・
団
体
法
の
重
要
条
文
」、「
定
款
の
読

み
方
と
重
要
条
文
」、「
総
会
・
理
事
会
に
お
け
る
招
集
手
順
と
運
営
」、「
法

人
登
記
を
や
っ
て
み
よ
う
」、「
組
合
に
お
け
る
各
種
届
出
義
務
」の
５
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。ど
の
テ
ー
マ
も
、日
頃
よ
り
組
合
実
務

に
携
わ
る
参
加
者
が
直
面
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。参
加
者
の
中
に
は
、

「
慣
例
等
に
よ
り
組
合
運
営
を
行
っ
て
い
た
が
、こ
れ
が
適
正
か
ど
う
か
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
今
後
の
組
合
運
営
に
お
い
て
、改
善
し
て
い

く
点
が
明
確
と
な
っ
た
」等
の
声
も
頂
け
た
。参
加
者
は
、組
合
運
営
を
よ

り
適
切
に
行
っ
て
い
こ
う
と
、皆
真
剣
に
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

　こ
の
ほ
か
、山
梨
県
中
央
会
で
は「
１
組
合
１
組
合
士
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
中
小
企
業
組
合
士
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。中
小
企
業
組
合
士
と
は
、

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
に
合
格
し
、か
つ
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
人
に
与
え
ら
れ
る
資
格
で

あ
る
。山
梨
県
中
央
会
で
は
、

こ
の
中
小
企
業
組
合
士
検
定

試
験（
今
年
度
は
12
月
４
日

（
日
）実
施
予
定
）を
受
験
す
る

方
を
対
象
に
、11
月
に
組
合
士

受
験
対
策
講
習
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。今
後
の
活
発

か
つ
適
正
な
組
合
運
営
の
た

め
に
、組
合
役
職
員
の
方
は
ぜ

ひ
受
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。中
小
企
業
組
合
士

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

組
合
担
当
指
導
員
又
は
山
梨

県
中
央
会
組
織
課
ま
で
。

●
適
正
な
組
合
運
営
の
た
め
に

組
合
実
務
講
習
会
を
開
催
！
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平成23年度

非常事態にも強い会社を作る!今日からできる3つの準備非常事態にも強い会社を作る!今日からできる3つの準備

調 査 目 的 国民の生活時間の配分及び自由時間における主な活動を調査し、仕事や家庭生活に費やされ 
 る時間、地域活動等へのかかわりなどの実態を明らかにし、各種行政施策のための基礎資料 
 を得る。
調 査 周 期 昭和51年以降5年ごとに実施、平成23年調査は8回目
調 査 期 日 平成23年10月20日現在
 （生活時間については、10月15日から23日までの9日間のうちの連続する2日間）
調 査 対 象 約8万4千世帯（10歳以上の世帯員～20万人）
調 査 事 項 調査票A　1日の生活時間配分（行動を所定の選択肢に沿って記入する方式）、
 　　　　   過去1年間の自由時間における主な活動
 調査票B　1日の生活時間配分（回答者が自由に詳細な行動を記入する方式）
調査の流れ 総務省統計局－都道府県－指導員－調査員－調査世帯
結果の公表 調査票Aについては平成24年7月～9月、調査票Bについては平成24年12月公表予定
利活用状況 ・「男女共同参画基本計画」⇨本調査からの男女の育児、介護時間等の把握を明記
 ・「仕事と生活の調和推進のための行動指針」⇨数値目標や実現度指標として利用
 ・少子・高齢化対策⇨少子化社会白書、高齢社会白書などの各種白書で利用
 ・地方公共団体⇨男女共同参画計画の策定、子育て支援、スポーツ・文化振興など幅広く活用

▶▶▶ご協力、お願い致します。

　随時、ご案内申し上げます。多くの方のご参加をお待ちし
ております。お問い合わせは、中央会担当指導員まで。

  1.第15回 郡内地域組合交流会
　日　時：平成23年10月12日（水）14：00～16：30
　場　所：富士吉田市「ハイランドリゾートホテル」

  2.第42回 県下中小企業団体親睦ゴルフコンペ
　日　時：平成23年11月6日（日）
　場　所：笛吹市八代町「ウッドストックカントリークラブ」

  3.第63回中小企業団体全国大会への参加
　日　時：平成23年11月17日（木）14：00～16：30
　場　所：名古屋国際会議場「センチュリーホール」
　日　程：日帰りと1泊2日の2コース

　中
央
会
は
、８
月

30
日（
火
）中
央
市

「
ア
ド
ラ
ッ
ク
研
修

室
」
に
お
い
て
、新

卒
者
就
職
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
等
事
業
の
一

環
と
し
て
集
合
研
修

を
行
っ
た
。

　今
回
、職
場
実
習

を
行
っ
て
い
る
実
習

生
11
名
が
参
加
し
、

講
師
に
有
限
会
社
ア

ド
ラ
ッ
ク
宇
佐
美
先

生
、長
谷
川
先
生
、有

井
先
生
の
３
名
に
よ

る
研
修
が
行
わ
れ

た
。

　オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、宇
佐
美
先
生
よ
り
職
業

人
と
し
て
の
意
識
の
持
ち
方
と
し
て
、「
働
く
こ
と
と

は
、仕
事
と
は
」
な
ど
、、長
谷
川
先
生
よ
り
現
状
の
振

り
返
り
と
し
て
、「
今
の
職
場
で
の
自
分
を
振
り
返

り
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
学
ぶ
姿
勢
が
で
き
て
い
る

か
」・
自
己
紹
介
の
仕
方
・
思
い
込
み
に
つ
い
て（
行
動
、

態
度
に
よ
っ
て
相
手
が
ど
う
捉
え
る
か
）・こ
れ
か
ら
の

自
分（
義
務
と
し
て
の
目
標
で
は
な
く
、幸
せ
に
な
る

た
め
の
目
標
設
定
）、有
井
先
生
よ
り
職
場
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
挨
拶
、電
話
対
応
、敬
語
、

接
客
対
応
、名
刺
交
換
）の
実
践
な
ど
、実
習
生
に
と
っ

て
、今
後
必
要
と
な
る
事
柄
に
つ
い
て
話
が
さ
れ
た
。

　参
加
し
た
実
習
生
は
、短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
研
修
を
と
お
し
て
、

社
会
人
と
し
て
の
意
識
の

持
ち
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
１
日
と
な
っ
た
。     

　こ
の
事
業
は
、当
会
が

平
成
22
年
度
か
ら
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら

の
委
託
を
受
け
、新
卒
者

等
で
あ
っ
て
就
職
先
が
未

内
定
の
者
を
対
象
に
、中

小
企
業
の
仕
事
現
場
に
触

れ
な
が
ら
、中
小
企
業
で

働
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る

技
能
・
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め

の
長
期
間
の
職
場
実
習

（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）を
実
施
し
、中
小

企
業
の
人
材
確
保
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
。

中小企業経営セミナー2011

　本セミナーでは、経営環境が激変する中において、非常事態に強い会社を作るために、どういう現状認識を持ち、具体的な準備・課題解決に取り組
めばいいのかを、分かりやすく説明します。

開催日　平成23年10月11日（火）18：00～（受付17：30～）
　　　　第1部　講演／第2部　施策紹介 18：00～20：00
　　　　第3部　個別相談会（事前予約制） 20：00～21：00

場　所　甲府商工会議所　会議室（甲府市相生2-2-17）

内　容
▶第1部　講　演
「非常事態にも強い会社を作る!今日からできる3つの準備」
講師：TKC西東京山梨会山梨支部　税理士　前 田 晋 吾  氏

▶第2部　施策紹介
　「知っておきたい中小企業支援策」
○日本政策金融公庫の融資制度
　（日本政策金融公庫　甲府支店　国民生活事業）

○小企業施策（甲府商工会議所）
○助成金の活用（山梨県社会保険労務士会）
▶第3部　個別相談会（事前予約制）
※日本政策金融公庫への金融相談、TKC西東京山梨会山梨支部会員税理士
への経営相談、山梨県社会保険労務士会への労働相談です。

参　　加　　料　無料（定員40名）

参 加 者 特 典　「ランチェスター法則に学ぶ　弱者必勝の経営術」をプレゼント!!
　　　　　　　　※参加された方に1冊無償提供。

申込・問合せ先　日本政策金融公庫　甲府支店　国民生活事業
　　　　　　　　TEL. 055-224-5366

今後の中央会行事予定今後の中央会行事予定 「平成23年 社会生活基本調査」が実施されます。「平成23年 社会生活基本調査」が実施されます。「平成23年 社会生活基本調査」が実施されます。
●総務省統計局からのお知らせ

新卒者就職応援プロジェクトコーディネート等
事業集合研修



第三種郵便物認可　平成23年10月１日（土曜日）中小企業タイムズ（7）

TEL 055-228-4331   FAX 055-228-4385

三井住友海上火災保険株式会社 山梨支店
〒400-0858　山梨県甲府市相生2-3-16

山梨県中小企業団体中央会が推進します

万一の従業員の災害に備え、十分な安全対策を講ずると同時

に、十分な補償体制を整えておくことが「企業の繁栄」と「従

業員福利厚生」のための必要条件です！

随時募集中

労災上乗せ共済労災上乗せ共済

引受保険会社

面接会参加企業募集中

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センター連合会では山
梨労働局より委託をうけてシニアワークプログラ
ム地域事業を実施し、55歳以上の高齢者の就職・
就業支援をしています。

「ヘルパー２級」「タクシー乗務員」
合同面接会

＊面接会参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成23年12月14日（水）　13:30～
　甲府市「ベルクラシック甲府」

◆支給対象事業主
　次のいずれかの措置を講じ、6か月以上経過して
いる中小企業事業主（雇用保険の被保険者数が
300人以下の事業主）
⑴ 60歳以上65歳未満の定年を定めている事業主
① 65歳以上への定年の引上げ
② 定年の定めの廃止
③ 希望者全員を対象とする65歳以上までの継
 続雇用制度の導入

⑵ 65歳以上70歳未満の定年を定めている事業主
① 70歳以上への定年の引上げ
② 定年の定めの廃止
③ 希望者全員を対象とする70歳以上までの継 
 続雇用制度の導入

注記：・上表の（c）の（　）内の数字は、希望者全員を対象とする65歳以上70歳未満の継続雇用制度を導入済みの事業主が、要件をみたした場合に支給する額。
・上表の（b）及び（c）の[　]内の数字は、支給申請日の前日において当該事業主に1年以上継続して雇用されている64歳以上の雇用保険被保険者（法人等設
立の場合は当該事業主に雇用されている64歳以上の者）がいない場合に支給する額。

・現行の定年年齢が60歳以上～65歳未満の事業主が、上表（a）と（c）をみたす制度を新たに導入した場合には、（a）の額と、（c）の（　）内の額の合計額を支給。

●奨励金の詳細については…山梨・高齢障害者雇用支援センター　TEL/055-236-3163　FAX/055-236-3161

○  労働に関する様々な悩みや疑問について親切丁寧にお答えします
○  詳しいお話をお聞きしてアドバイスはもちろん
　  あっせん制度や他の機関の紹介などより良い解決方法をご提案します
○  労働者や事業主からの申請により話し合いによる解決のお手伝いをします
　  労働問題に詳しいあっせん員（３名）が双方の事情や主張をお聞きして
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　歩み寄りによる解決を目指します

年に一度の問屋市第12回

日時　平成23年10月22日（土） 午前9時～午後4時
場所　協同組合山梨県流通センター
　　　（山梨県中央市山之神流通団地2-6-1）
　　　　※流通会館、流通会館前駐車場及び周辺道路
内容　●バザールコーナー（組合員等による出店）
　　　　　靴、スニーカー、パン、和洋菓子、バッグ、
　　　　　文具、傘、子供服等多数
　　　　　アクセサリー通販のサン宝石も出店
　　　●飲食コーナー（組合員等による出店）
　　　　　やきそば、やきとり、かき氷、うどん、
　　　　　フランクフルト等
　　　●イベント
　　　　　中央市保育園マーチング
　　　●ヴァンフォーレ甲府　サイン会
　　　●働く車大集合
　　　　　パトカー、消防車、救急車
　　　●起震車（震度体験）

お問い合わせ　協同組合山梨県流通センター　
　　　　　　　☎055-273-4711（担当：窪田）

「センターでバザール」開催！！
「中小企業定年引上げ等奨励金」のご紹介「中小企業定年引上げ等奨励金」のご紹介

◆支給額：以下のとおり

高年齢者の勤務時間を多様化する制度を導入する事業主に対する
加算額　一律20万円

60歳以上
～

65歳未満

65歳以上
～

70歳未満

1～9 40 80［40］ 40［20］
（20［10］） 20

10～99 60 120［60］ 60［30］
（30［15］） 30

100～300 80 160［80］ 80［40］
（40［20］） 40

1～9 － 40［20］ 20［10］ －

10～99 － 60［30］ 30［15］ －

100～300 － 80［40］ 40［20］ －

現行の
定年年齢

企業規模
（人）

（a）定年の引
上げ（65歳以
上70歳未満）

（b）定年の引
上げ（70歳以
上）または定年
の定めの廃止

（c）希望者全
員を対象とす
る70歳以上ま
での継続雇用
制度の導入

（d）希望者全員
を対象とする
65歳以上70歳
未満までの継続
雇用制度の導入

（万円）
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編
集
後
記

　9月11日、アメリカ同時多発テロから10年が
経過しました。このテロは世界中に大きな衝撃を
与え、また、このテロにより多くの方が亡くなりま
した。その後、アメリカは対テロ戦争に突入し、再

び多くの命が落とされました。恨みや憎しみによ
る「報復」か、恨みや憎しみを抑え、負の連鎖を止
める「対話」か…世界の人々が抱えるべき永遠の
課題であると思います。

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

三井生命保険株式会社 山梨支社

（引受会社保険会社）

〒400-0031　甲府市丸の内1-17-10　東武穴水ビル8階

退職金準備等をお考えの経営者の皆様に！

◎特定退職金共済制度…
　大企業並みの退職金制度が確立できます。

◎団体扱（オーナーズプラン）…
　月払い契約の場合、一般扱（口座振替扱月払等）で
　ご契約いただくよりも、保険料が割安になります。

TEL055-224-3152

お問い合わせ（オーナーズプラン）

山梨県中央会共済制度

三井−企−23−23

　私は、8月22日から8月26日までの5

日間、山梨県中小企業団体中央会でイン

ターンシップを受けさせて頂きました。

　様々な業界の組合の方々からお話を聞

き、それぞれの業界で取り組みの工夫が

なされていると実感しました。普段はな

かなか知ることができない物流業界や警

備業などの仕事内容を聞くことができ、ま

だまだ知らないことがたくさんあると実

感させられました。企業の代表者や組合の理事長の方からお話を聞くことはなかなかできない体験であ

り、貴重な機会だったと実感しています。

　仕事を効率よくこなすために、「残業するのではなく、残業しないように頑張って仕事をする。」という

ことを中央会の方から教えていただき、これから社会に出て働く際に意識して仕事をしていきたいと思

いました。また、組合の方々の要望に的確に応える必要がある中央会だからこそコミュニケーションの必

要性を学ぶことができました。会話とは自分の意思を相手に伝えることであり、インターンシップを通じ

て相手の要望を正確に把握し、それに対し的確なアドバイスを行うことを体験できたと思います。

　今回の研修を通じて、働く楽しさと大変さを体験できたと思います。今後、自分の目標に向かって、イン

ターンシップでの経験を活かしながら就職活動を頑張っていきたいと思います。指導して下さった中央

会の方々、各業界の方々には大変お世話になりました。本当にありがとうございました。

●山梨県立大学　国際政策学部

3年　八木 仁美

　私は、8月22日から8月26日までの5
日間、山梨県中小企業団体中央会でイン
ターンシップを体験させて頂きました。こ
の5日間は、私にとって「企業は人と人と
の信頼関係で成り立っている」というこ
とを体感させられる日々となりました。
　中央会の仕事は、主に中小企業を支援
するということです。実際に様々な企業の
見学をさせてもらう中で私が感じたこと
は、中央会の方々と企業の方々との信頼関係がとても強いという事です。困っている企業を支援するに
は、まず相手の企業の信頼を得るところから始まるのだと思います。
　信頼関係を築くためには何事にも親身になって一生懸命取り組むということが大切だと思いました。
　また、様々な企業を見学させて頂き、たくさんの素敵な方々と出会いました。町おこしや企業の活性化
の為、新しいことに次々と取り組んでいく姿勢が印象的でした。
　この5日間は私にとって初めて体験する事ばかりでした。その中でわかったこと、それは働くというこ
とは常に人から評価をされ、その評価というのは人からの信頼を得ることだということです。このことは
将来、どんな職場に就いても言えることだと思います。そして、常に一生懸命取り組むという姿勢をいつ
までも忘れずにいたいと強く思いました。
　このインターンシップでは、中央会や各業界の方々に大変お世話になりました。この貴重な経験を就
職へ生かしていきたいと思います。本当にありがとうございました。

●帝京科学大学　生命環境学部
アニマルサイエンス学科

3年　小林 花織

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp


